
音声中の母音の明瞭性が話者の性格印象と

話し方の評価に与える影響 1

内田 照久2 大学入試センター

Contrast between vowel formants affects impressions of the speakerʼs personality and speech style
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This study investigated the relationship between the distinctness of vowels in speech and impressions of the

speakerʼs personality and speech style. Vowel sounds are considered to carry mainly phonetic information.

For the experiment, formant frequencies of vowel sounds in original speech were altered to synthesize speech

stimuli into four levels of formant contrast among different vowels. In Experiment 1, 36 university students

listened to the speech stimuli and evaluated the speakerʼs personality using the Big Five scale. In Experiment

2, 35 participants evaluated the speech style. As the phonetic contrast between vowels became bigger, the

trait evaluations of “conscientiousness” showed an asymptotic increase. “Agreeableness” was evaluated as

high when the vowel contrast was somewhat bigger than the original before beginning to decrease. Regarding

speech styles, “naturalness” and “fluency” were evaluated highest when vowel contrasts were somewhat

bigger. “Pleasantness” was evaluated equally high for original and somewhat big contrasts, but lowest for the

smallest contrast. In conclusion, vowel distinctness conveys not only phonetic information but also

contributes to impressions of speech style and the speakerʼs personality systematically.
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音声を媒体とした対人認知の局面では，話者の特徴

を推論するための主たる情報源は，声そのものである。

もし音声中の音響的属性と話し手の性格印象の関係

が明らかになれば，音声コミュニケーション場面での

対人的な印象形成（impression formation）のメカニ

ズムの解明につながる。また，これまで系統的に記述

されることが少なかった音声聴覚モダリティにおける

暗黙裡の性格観（implicit personality theory）に迫る

こともできる。

音響特徴量とパーソナリティ特性印象の関係が定量

的に明らかになれば，聞き手が抱くであろう話し手の

印象が予測可能になる。それに応じて，発声の方法や

話し方を工夫することにより，自己表現をより豊かに

することができる。

さらに，仮想的なパーソナリティを備えた合成音声

を生成するための基本モデルを提案することも可能に

なる。現在の自動応答電話や電子機器の音声案内に使

用されている無機的な合成音声を越えて，人柄を感じ

させる音声の合成に向けた取り組みも可能になる。

しかし，それらを明らかにするには，まず，話し手

の人柄の印象といったものを，どのような枠組みで捉

えて測定すればよいのか検討しておく必要がある。

性格印象測定のフレームワークとしての Big Five

近年，話者の性格印象に関して，性格特性 5因子論

（Five Factor Model of personality：以下 FFMとする）

に基づく，Big Fiveと呼ばれる五つの性格特性を評価

の次元として用いた測定が試みられている（内田，

2000，2002; Uchida, 2002）。

FFMでは，人間の性格を幅広い観点から捉えた場
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合，評価次元として安定した五つの性格特性因子が見

られるとされる（Goldberg, 1990）。これらの特性は，

外向性（Extroversion: E），情緒不安定性（Neurotic-

ism: N），経験への開放性（Openness to experience:

O），勤勉性（Conscientiousness: C），協調性（Agree-

ableness: A）などと呼ばれ，Big Five と総称される

（柏木，1999）。

この FFMは，人間の内面の探求を目的として研究

がなされてきたが，見出された Big Fiveはそれに留

まらず対人的な認知次元でもあるという指摘がある

（�・藤 島・�・夏 野・向 山・山 田・森 田・秦，

1997）。先の内田（2002）や Uchida（2002）も，音声

から想起される話者の性格印象は Big Fiveの観点ご

とに独立に評価されることを示している。したがっ

て，性格印象といった多元的な構成概念（construct）

を捉えるにあたって，FFMの枠組みを用いた測定は

有効であると考えてよい。

音声の韻律的特徴と話者の性格印象

話す速さや間の取り方，声の高さやイントネーショ

ンといった音声の韻律的特徴（prosodic feature）の違

いによって，話し手の人柄の印象はどのように変わる

のだろうか。

内田（2002）や内田（2005a）は，発話速度やポーズ

時間の配分といった音声の時間構造が性格印象に与え

る影響を測定した。その結果，発話速度の違いによっ

て性格印象は極めて複雑な形で変容することを見出し

た。発話速度が連続的に変化すると，Big Fiveの性格

特性の評価は，単調増加や減少でなく，いずれかの箇

所にピークを持つ曲線的な形で変化した。各特性には

独自のピーク位置があり，発話速度の変化に伴う上昇

や下降の程度にも特徴が見られた。内田（2002）は個々

の変化パターンに対して 2次の回帰予測式による近似

を行うことによって，発話速度と性格印象の関係の記

述を試みている。また，籠宮・山住・槙・前川（2007）

も，大規模な音声コーパスを分析し，発話速度感と話

者の性格印象の間に非線形な関係を確認している。

さらに韻律的特徴と性格印象の検討のため，声の高

さ，すなわち音声の基本周波数（F0）の変化に着目し

た研究も進められてきた。この F0の軌跡パターンは

音調曲線（intonation contour）とも呼ばれ，単語の

アクセントや文のイントネーションなどの言語情報を

担っている。それらは，文字に書き下されたときには

捨象されてしまうものであるが，意味内容を規定する

ための単語の特定や，平叙文か疑問文か，といった文

の機能の弁別のためには必須であり，音声に固有の言

語的な情報である。

内田（2005b）は，音声中の抑揚の大きさを制御

し，話者の性格印象の関係を検討した。その結果，イ

ントネーションには言語情報に留まらず，話し手の印

象に関わる情報も重畳していることを示した。そこで

は先の発話速度と同様に，抑揚の大きさと性格特性印

象の間には U字，もしくは逆 U字型の，特性ごとに

固有の曲線的な関係がみられた。

内田（2009）はこれらの結果から，パーソナリティ

印象の全体像を，Big Fiveの五つの特性値で表現する

考え方を提案している。そこではまず，発話速度や抑

揚変動幅などの韻律的な特徴量に応じて，性格特性ご

とに固有の非線形な近似式を用いて各特性値を推定す

る。その上で，五つの性格特性印象の推定値を組み合

わせれば，話者全体の印象が再構成できることにな

る。この特性値の個別推定と統合という方略によっ

て，パーソナリティ印象全体の複雑な変化をモデル化

できる可能性を指摘している。

母音の明瞭性と話者の性格印象・話し方の特徴の評価

発声訓練や発音練習は，言語情報を正確に伝達する

ことを主たる目的としている。そこではアナウンサー

や俳優の例をあげるまでもなく，最も基礎的な技能と

して発音する音韻の明瞭性の向上がもとめられる。

モーラ構造を持つ日本語の音韻では，弁別的素性

（distinctive feature）の中でも，特に母音が大きな役割

を担っている。個々の音韻が明瞭であるためには，母

音間の音響的な対比が十分に際立っている必要がある。

母音間の音響的なコントラストは，一義的な音響属

性としては，音色の違いとして捉えることができる。

すなわち，音声スペクトル上でエネルギーが集中する

周波数群の分布の違いとして取り扱うことができる。

これは，前述での音声の時間構造や基本周波数（F0）

などとは異なる音響属性である。そして，言語音声と

して捉えた場合には，韻律性よりも音韻性により重き

のある音響属性であると言える。

このエネルギーが集中する周波数群，すなわちフォ

ルマント（formant）の位置は，調音器官（articula-

tory organ）の動作と密接な関係があり，顎の開閉や

舌の前後位置と対応づけられる（白井，1998）。した

がって，訓練された発音動作は，母音の音響的なコン

トラストを拡大するものと考えてよい。

この発音訓練の成果として期待される母音の明瞭性

の増進，母音間の音響的コントラストの拡幅は，話者

の人柄のイメージにはどのような影響を与えているの

だろうか。そして，音韻的な情報の伝達精度の向上

は，話し方そのものの心理的な評価に対して，どのよ

うな効果をもたらしているのだろうか。

本研究では，この音声中の母音の明瞭性（distinct-

ness）に着目する。そして，母音間の音響的なコント

ラストの大きさが，話し手の性格印象に与える影響を

測定する。また，母音の明瞭性と話し方の特徴の心理

的評価の関係性についても，音声評定用に開発された

新しい評価軸を用いて検討を行う。
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実験 1 話者の性格特性の印象評価

音声中の母音の明瞭性を系統的に操作した実験音声

刺激を作成した。母音間の音響的コントラストが小さ

く，母音同士の音色の違いが少ない音声刺激から，音

響的な対比が大きく，各母音の音色が特徴的で差異が

明瞭な刺激まで，段階的に生成した。実験 1では，そ

れらの音声刺激から想起される話者の性格印象につい

て，性格特性 5因子モデルの Big Fiveの特性次元で

評価する聴覚実験を行った。

実験音声刺激の作成

原音声 原音声として，自然で表情豊かな対話が収

録されたパラ言語研究向けの音声対話データベース

（森・粕谷・中村，2007）の音声データを用いた。こ

の音声は，アナウンサーによる原稿読み上げのような

極端に明瞭な音声ではなく，一般学生による対話音声

を可能な限り自然な状況で収録したものである。した

がって，母音の明瞭性を操作するにあたっての許容域

を確保しやすい。発話者は男声 2名，女声 2名の計 4

名（M1，M2，F1，F2）とし，音声の中に日本語の

5母音全てが含まれる四つの発話単位をデータベース

から選定した。そこでは男声，女声ごとに上昇調と下

降調の双方の発話が含まれるように留意した。選定さ

れた原音声の発話単位の長さは 13─20モーラで，時

間長は 1.391─1.995 sであった。具体的な発話内容は

次の通りである。

M1 ëときめいてる感じだね，うんî

M2 ëこうお互いに二個ずつ繋がってるかもよî

F1 ëで，横におじいちゃんがいるんだî

F2 ëじゃ，涙を拭いてる感じなの？î

各発話のデータベース内での IDは，M1の発話が

C061R_037，M2 が C063L_119，F1 が C001R_069，

F2が C004L_037であった。また，サンプリング周波

数は 16 kHz，量子化 linear 16bitであった。

母音の明瞭性 母音の明瞭性を系統的に変化させる

ために，母音の音響的な特徴量を段階的に変換した。

Figure 1 に，母音相互の音響的なコントラストの大

きさを制御するための概念図を示す。また Figure 2

には，原音声と生成された実験音声刺激についての，

スペクトル構造と母音の音響的な特徴量の例を示す。

母音の音色は，スペクトル構造の中でエネルギーが

集中する周波数帯の分布，すなわちフォルマント

（formant）の位置によって特徴づけられる。エネルギ

ーの集中する周波数は，低い方から順に第 1，第 2，

第 3，第 4フォルマントと呼ばれる。ここで，第 1─3

フォルマントごとに直交した周波数軸を設定すると，

それらが張る空間の中に個々の母音を表現でき，5母

音の布置が得られる。この布置は，男声と女声，成人
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Figure 2. 原音声と実験音声刺激のスペクトル構造・母音関連部分の音響特徴量の例

注) F1による発話音声（C001R_069）の一部ëおじいちゃんîの音声箇所（[ ]内は音声記号表記）。

縦の白点線は母音・子音の接続部，スペクトル屈曲点，母音定常部などの参照時間位置。○印は原

音声ではフォルマント周波数，実験刺激では変換先のターゲットとなる特徴点。

Figure 1. 母音間の音響的コントラストの制御の概念図

注) 第 1─3フォルマント周波数による母音空間中の 5母音の

布置。操作基点から原母音までの距離を対数軸上で伸縮操

作（ctrl）。



と子どもの間では絶対的な周波数が異なるものの，相

対的な位置関係は相似形であることが知られている

（古井，1998）。

この母音空間の中で，五つの母音が中心付近に密集

している場合，母音間の音響的な対比は小さく，音色

の違いが少なくなる。反対に，各母音が中心から離れ

ていて布置が大きい場合は，母音ごとの音色はそれぞ

れ特徴的となり，母音同士の相違がより明確になる。

参照時間位置と特徴点の抽出 実験音声刺激の生成

にあたって，原音声の母音区間の第 1─3フォルマン

ト周波数の位置を操作した。音声の変換には，高品質

な分析変換合成を実現できる STRAIGHTのアルゴリ

ズムを用いた（Kawahara, 2006）。

前処理として，原音声の母音区間の分析を行った。

音響分析は，音声学的な知識と STRAIGHTによる信

号処理の経験豊富な者が行った。原音声のサウンド・

スペクトログラムに基づいて，母音と子音の接続部，

母音中のスペクトルの屈曲点，母音定常部の中心点な

どについて，時間軸方向の参照位置を定めた。

次に，この参照時間位置での各フォルマントの周波

数をもとめた。ここではエネルギーのピーク位置を，

線形予測分析（LPC）によってもとめた。算出された

フォルマント周波数を，Figure 2 中央の原音声の図

中に白抜き丸印で示す。これらの点は，音声の時間周

波数平面上の特徴点として，変換処理を行う際のアン

カーとして用いた。

さて，Figure 2の原音声の［o］の母音の例では，第

1 フォルマントが 497 Hz，第 2 が 1 152 Hz，第 3 が

2 740 Hz，第 4 が 3 573 Hz である。この中の第 1─3

フォルマントを用いて母音空間を表現したのが

Figure 1である。この 3変数で表される［o］は，母音空

間の中央やや下寄りの○印の位置にある。なお，図に

は，他の母音の典型例もプロットされている。これに

よって，母音空間における 5母音の布置を俯瞰できる。

母音間の音響コントラストの操作 原音声ごとに，

母音空間での 5母音の布置の中心点を定めた。算出に

あたっては，母音区間にある全ての参照時間位置を対

象とした。そこに含まれる母音の第 1─3のフォルマ

ントごとに，対数周波数軸上での平均をもとめた。そ

こで得られた点を，母音布置の中心として定義し，後

述する変換処理の操作の基点とした。Figure 1 に，

操作基点の位置を＋印で示す。

この母音空間上で，操作基点から各母音までの距離

を定数倍することで，5母音の布置の大きさを制御し

た。ここでは，この母音の布置の拡大倍率にあたる値

を音響コントラストの制御係数（ctrl）として定義し

た。そして，操作基点から各母音までの対数周波数軸

上での距離を，この係数によって定数倍するものとし

た。この制御係数は，1.0より大きくなると布置が拡

大し，母音間の音色の違いが顕著になる。逆に 1.0よ

り小さいと布置が縮小し，母音間の音色の差異が少な

くなる。

母音布置の操作にあたっては，基点から母音までの

距離が 0.5 倍きざみになるようにし，制御係数を

［0.5，1.0，1.5，2.0］（ctrl）の 4段階に設定した。なお変

換範囲は予備実験で検討されたものである。これらの

制御係数を用いて，原音声の各参照時間位置での第 1

─3フォルマント周波数を変換し，生成する音声刺激ご

との新たなターゲットとなる特徴点を算出した。

母音フォルマントの変換 原音声から音声刺激への

音声データの変換は，STRAIGHT V40_007c を用い

て行った。原音声のフォルマントの特徴点の位置が変

換先の新しい特徴点の位置になるように，新旧の特徴

点の間にはさまれた周波数範囲のスケールを伸縮させ

ることでフォルマント位置の移動を実現した。音声全

体では，時間方向，周波数方向の双方がなめらかに連

続するように，時間周波数平面上で両軸の局所変形を

行った。変形の際，周波数方向は対数軸上，時間方向

は実時間軸上で区分線形補間を行った。Figure 2に，

原音声を変換して再合成した音声刺激のスペクトル構

造を示す。

実験音声刺激として，4（原音声（男声 2名，女声

2 名））×4（音響コントラスト段階（ctrl＝0.5，1.0，

1.5，2.0））＝16刺激を作成した。これらの音声刺激の

提示順序をランダムにしたものを 2系列設定し，2種

類の実験用 CD-Rを作成した。そしてデータのサン

プリング周波数を 44.1 kHzにアップ・サンプリング

した後，オーディオ用の CD-DA フォーマットの形

式で CD-Rに記録した。

方 法

実験参加者 東京都内の五つの国立大学の 1年生，

36名が参加した。年齢は 18─21歳で，いずれも聴力

健常であった。

手続き 実験は，実験参加者に携帯型 CD プレー

ヤを配布して行った。実験参加者を二分してブロック

化し，音声刺激の提示順序の異なる実験用 CD-Rを

割り当てた。

1 kHz純音の後に，ステレオ・イヤホンから音声を

単独で提示した。実験参加者は，音声から想起される

話者の性格印象を評定していった。実験参加者には，

音声を手がかりにして，話し手や話し方についての印

象を評定するように教示した。そこでは，できる限り

安定した評定を心がけるようもとめた。

評定には Big Five 尺度の短縮版を使用し，各項目

を 10件法で評定した（内田，2002）。Table 1に評定

項目を示す。これらの項目順序をランダムにしたもの

を 2系列設定し，2種の回答冊子を作成した。そして

刺激提示順序ブロックごとの実験参加者をさらに二分

して，それらを割り当てた。なお，音声刺激ごとの評
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定の制限時間は 60秒であった。

結 果

話者の性格特性の印象評価の特性値 音声刺激別

に，五つの性格特性ごとの特性値指標をもとめた。ま

ず，音声刺激ごとに，五つの性格特性について，各実

験参加者が評価したそれぞれ四つの評定項目の評定値

を加算して項目数で除した平均をもとめた。次に，各

音声刺激を評価した全実験参加者分の値を基に，音声

刺激別に五つの性格特性について，全員分の平均をも

とめ，それらを各音声から想起される話者の性格印象

の特性値指標とした。

この特性値指標を整理し，性格特性ごとに，母音間

の音響的コントラストの大きさに対する特性値指標の

平均と標準誤差（SE）を Figure 3に示した。

母音の明瞭性と Big Fiveの特性印象の関係 母音間

の音響的コントラストの大きさが話者の性格印象に与

える影響について，性格特性ごとに 2要因の分散分析

を行った。ここでは，母音コントラスト要因（4 水

準：縮小 1（ctrl＝0.5），原音声（ctrl＝1.0），拡大 1

（ctrl＝1.5），拡大 2（ctrl＝2.0））と，話者要因（4 水

準：M1，M2，F1，F2）について分析した。

その結果，勤勉性 Cと協調性 Aの性格特性におい

て，母音コントラスト要因の主効果が有意であった。

すなわち，母音の明瞭性の変化は，音韻的な言語情報

の伝達面だけに留まらず，話者の性格印象にも一定の

影響を与えることが示された（E：F(3，9)＝1.49，ns，

N：F(3，9)＝0.15，ns，O：F(3，9)＝1.87，ns，C：F(3，9)

＝4.13，p＜.05，A：F(3，9)＝4.48，p＜.05）。

また，いずれの性格特性においても，話者要因が有

意であった。これらの結果は，各々の話者の声質や話

し方の特徴がそれぞれ個性として性格印象に系統的な

影響を与えていると考えられる。また，個々の発話内

容や語彙が与える印象の違いが，系統的な差として顕

在化したと捉えることもでき，総体的には常識的な結

果であると言える（E：F(3，12)＝105.53，p＜.0001，

N：F(3，12)＝38.69，p＜.0001，O：F(3，12)＝23.50，p＜

.001，C：F(3，12)＝106.51，p＜.0001，A：F(3，12)＝19.71，

p＜.001）。

話し手の性格印象は，音声の時間構造や基本周波数

の変動幅といった音響的な特徴量の変化に対して，非

線形な変化パターンを示すことが多いことが知られて
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Table 1

Big Five性格特性の評定項目

性格特性 評定項目（各 4項目)

外向性：E 話し好き，無口なa)，陽気な，外

向的

情緒不安定性：N 悩みがち，不安になりやすい，心

配性，気苦労の多い

経験への開放性：O 独創的な，進歩的，洞察力のある，

想像力に富んだ

勤勉性：C 計画性のある，いい加減なa)，ル

ーズなa)，怠惰なa)

協調性：A 温和な，寛大な，親切な，協力的な

a)逆転項目。
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Figure 3. 母音コントラストの大きさを操作した音声に対する話者の性格印象評価

注) 母音の明瞭性の制御のためのフォルマント制御係数（ctrl）に対する Big Fiveごとの特性値指標の平

均（4話者 4音声）と標準誤差（SE），及び，各特性の評定項目（ a)逆転項目）。



いる。そこで母音コントラストの影響が見出された勤

勉性 Cと協調性 Aの変化パターンについて検討した。

母音コントラストの変化量に対する特性印象の変化

パターンが，直線的な 1次の回帰予測式と曲線的な 2

次の回帰予測式で，どちらのあてはまりがよりよいか

について，AIC情報量規準（Akaikeʼs information cri-

terion）で比較した。話者要因もダミー変数として組

み込んで分析した結果，勤勉性 Cでは 1次の予測式

のあてはまりがよく，協調性 Aでは 2次の予測式の

あてはまりの方がよいことが示された（C：AIC(linear)

＝−3.01，AIC(quadratic)＝−1.15;A：AIC(linear)＝−25.88，

AIC(quadratic)＝−26.68）。

Figure 3 に，母音間の音響的コントラストの変化

量に対する，性格特性ごとの印象変化パターンが示さ

れている。ここまでの結果に基づいて，勤勉性 Cと

協調性 Aの変化パターンの特徴を整理する。

勤勉性 C 勤勉性 Cは，母音の音響コントラスト

が原音声よりもやや大きいレベルまでは，その大きさ

に応じてその印象評価が上昇する。しかし，母音コン

トラストがそれ以上に大きくなっても評価は頭打ち

で，全体としては，漸近的な上昇パターンを示した。

協調性 A 協調性 Aの印象も勤勉性 Cと同じよう

に，母音コントラストが原音声よりやや大きいレベル

までは評価が上昇した。しかし，さらにコントラスト

が強調されると今度は逆に評価が低下し，全体として

は曲線的な変化パターンを示した。

実験 2 話し方の特徴の印象評価

実験 1で用いた母音の明瞭性を操作した音声刺激を

試料とし，それぞれの音声について，話し方の特徴に

関する印象を評価する実験を行った。

これまで，音声試料を直接対象とした聴覚モーダル

の心理尺度は必ずしも多くはなかった。しかし近年，

山住・籠宮・槙・前川（2005）による講演音声の印象評

価尺度のように，大量の音声を実際に聴取して評定し

たデータに基づく尺度が開発されるようになってきた。

ここではその新しい評価尺度を用いて，母音の明瞭性

と話し方の特徴の評価の関係を検討する実験を行った。

方 法

実験参加者 実験 1の実験参加者と同じ大学の 1年

生 35名が参加した。年齢は 18─23歳で，いずれも聴

力健常であった。なお，この実験参加者は，実験 1に

は参加していない者である。

手続き 実験 1で用いた実験音声刺激を使用した。

評定にあたっては，山住他（2005）による話し方の

印象評価尺度の五つの因子の内，実験 2との関連性が

低い音声のë速さ感îを除いた 4因子を採用した。な

お，山住他（2005）の尺度では，両極型の形容詞対を

使用していた。しかし予備実験の結果，制限時間が存

在する実験状況では，1項目ごとに 1語の意味だけを

理解すればよい単極型の方が，実験参加者の回答が容

易であることが見出された。そこで，両極型の項目を

単極型に整理し，流暢さ Fl，好ましさ Pl，活発さ

Ac，丁寧さ Poの単方向の評価軸にまとめた。また，

音声の自然性 Naに関しては，内田（2005a）が作成

した項目を使用した。

Table 2に実験 2で用いた話し方の特徴に関する評

定項目を示す。これらの順序をランダムにした 2系列

を生成し，2種の冊子を作成した。そして，実験 1と

同じ手順でそれらを実験参加者に割り当てた。

なお，実験全体の手続きは実験 1と同様である。

結 果

話し方の特徴の印象評価の特性値 話し方の特徴の

評価特性別に，音声ごとの特性値の指標をもとめた。

算出された特性値指標を整理し，評価特性ごとに，母

音コントラストの大きさに対する特性値指標の平均と

標準誤差（SE）を Figure 4に示した。

母音の明瞭性と話し方の特徴印象の関係 母音の明

瞭性が話し方の特徴の印象に与える影響について，評

価特性ごとに，母音コントラスト要因と話者要因の 2

要因の分散分析を行った。

その結果，音声の自然性 Na，発話の流暢さ Fl，話

し方の好ましさ Plの評価特性で，母音コントラスト

の要因の主効果が有意であった。すなわち，母音の明

瞭性の違いは，話し方の評価に一定の影響を与えるこ

とが示された（Na：F(3，9)＝11.91，p＜.01.，Fl：F(3，9)

＝4.17，p＜.05.，Pl：F(3，9)＝5.63，p＜.05，Ac：F(3，9)

＝2.37，ns，Po：F(3，9)＝2.31，ns）。

また，いずれの評価特性も話者要因が有意であっ

た。この結果は，実験 1と同じ傾向であり，各話者の

声質や話し方が個性として，また発話の内容が印象の

評価に，系統的な影響を与えているものと考えられる
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Table 2

話し方の特徴の評定項目

評価特性 評定項目（各 4項目)

自然性：Na 自然な，わかりやすい，はっきりした，

聞き取りにくいa)

流暢さ：Flb) なめらかな，たどたどしいa)，話し慣

れた，下手なa)

好ましさ：Plb) 心地よい，感じの悪いa)，好きな，親

しみにくいa)

活発さ：Acb) 力強い，声の小さいa)，積極的な，元

気のないa)

丁寧さ：Pob) まじめな，無礼なa)，丁寧な，下品なa)

a)逆転項目。
b)上段から順に，山住・籠宮・槙・前川（2005）による両極

型の評価軸の表現でのë上手さî，ë好悪î，ë活動性î，ëス

タイルîに対応。



（Na：F(3，9)＝33.54，p＜.0001，Fl：F(3，9)＝10.11，p＜

.001，Pl：F(3，9)＝18.44，p＜.001，Ac：F(3，9)＝22.50，p＜

.001，Po：F(3，9)＝30.31，p＜.001）。

母音コントラストの影響がみられた自然性 Na，流

暢さ Fl，好ましさ Plの特性について，変化パターン

を検討した。評価特性の変化パターンが，1次と 2次

の回帰予測式で，どちらのあてはまりがよいかについ

て，AIC で比較した。その結果，いずれの評価特性

も 2次の予測式のあてはまりがよく，曲線的な関係が

見出された（Na：AIC(linear)＝−15.33，AIC(quadratic)＝

−16.20; Fl：AIC(linear)＝−29.47，AIC(quadratic)＝−30.39;

Pl：AIC(linear)＝−18.71，AIC(quadratic)＝−19.92）。

Figure 4 に，評価特性ごとの印象変化パターンを

示した。それらの結果に基づき，自然性 Na，流暢さ

Fl，好ましさ Plの変化パターンの特徴を整理する。

自然性 Na 音声の自然性 Naは，母音コントラス

トが原音声よりやや大きいレベルまでは，その変化に

応じて評価が上昇する。しかし，コントラストがさら

に大きくなると，今度は逆に評価が下降し，全体とし

ては曲線的な変化パターンを示した。

流暢さ Fl 発話の流暢さ Fl の評価は，自然性 Na

とよく似た変化パターンを示していた。その印象評価

は母音コントラストが原音声よりやや大きいレベルで

最も高く，コントラストがそれより大きくても小さく

ても評価が低下した。

好ましさ Pl 話し方の好ましさ Plの評価は，母音コ

ントラストが原音声と同じ大きさの時に最も高かった。

自然性Naや流暢さ Flで評価が高かったやや大きめの

コントラストの音声の評価は，好ましさ Plでは横ばい

かわずかに低い状況であった。この好ましさ Plの変

化パターンも全体としては曲線的であったが，他の特

性とはそのピーク位置が異なる様相が見受けられた。

総 合 考 察

音韻伝達の正確さと話し方の評価・話者の性格印象

本研究では，日本語音韻の伝達の正確さを担ってい

ると考えられる母音の明瞭性に着目した。

実験では，母音を特徴づける音響的な特徴量である

第 1─3フォルマント周波数を系統的に操作した。母

音間の音響的コントラストを段階的に変化させて，母

音同士の音色の違いが少ないものから，母音間の音色

の違いがより際立ったものまで，母音の明瞭性を制御

した音声刺激を生成した（Figure 1，2）。

聴覚実験を行って，各音声刺激から想起される話者

の性格印象と話し方の特徴を評価した。性格印象は

Big Fiveの五つの性格特性を，話し方はその特徴を多

面的に捉える評価軸を用いて測定した（Table 1，2）。

実験の結果から，母音間のコントラストが原音声よ

りもやや大きい方が，話し方として自然でわかりやす

く，聞き取りやすいことが示された。また話し方も流

暢で，なめらかに話し慣れた印象を与えることが見出

された（Figure 4）。

この結果は，母音間のコントラストが発話の自然性

や流暢さの評価を高める効果を実証的に示したもので

あると言える。母音の明瞭性が高くなることによっ
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Figure 4. 母音コントラストの大きさを操作した音声に対する話し方の特徴の評価
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の平均（4話者 4音声）と標準誤差（SE），及び，各特性の評定項目（ a)逆転項目）。



て，発音された母音が聴覚的に弁別しやすくなり，音

韻の同定がより容易になったと考えられる。そして，

音韻の伝達精度の向上は，話し方全体の印象として

の，自然なわかりやすさ，発話のなめらかさの評価に

寄与していると解釈できよう。

さらに母音の明瞭性は，音韻的な言語情報の伝達に

留まらず，話し手の人柄の印象にも影響を与えている

ことが見出された。実験の結果，母音の明瞭性が高い

方が，勤勉で計画性があり，きちんとした性格の印象

を与えることが示された。また母音の明瞭度が原音声

よりもやや高い場合に，協調的で温和な人柄の印象が

最も高まることがわかった（Figure 3）。

従来，パラ言語的な情報や非言語的な情報に関して

は，音声の韻律的情報が担うところが大きいとされて

いた。しかし，音韻的情報に密接に関わる母音の音響

的特徴が，話者の性格印象にも一定の影響を与えるこ

とが示された。

特性印象の変化パターンの非線形な近似と全体の統合

母音の明瞭性の影響がみられた話し方の特徴に着目

すると，音響コントラストと印象評価の間には逆 U

字型の曲線的な関係がみられた（Figure 4）。

音声の自然性 Naや流暢さ Flの評価をみてみると，

母音コントラストが原音声よりやや大きいところまで

は評価が上昇するが，さらに大きくなると反転下降し

ているのがわかる。このことは母音が過剰にはっきり

としているものは，必ずしも自然でなめらかな音声と

して評価されないことを意味している。

また，好ましさ Plの印象は，コントラストがより

原音声に近いところでピークがみられる。したがっ

て，母音のはっきりした音声が必ずしも最も好ましい

わけではないことがわかる。

その一方，活発さ Acでは，母音がはっきりするほ

ど，力強くて元気があると評価される様子も見受けら

れる。この活発さ Acは，分散分析では母音コントラ

スト要因が必ずしも有意でなかったが，回帰式の評価

では 1次の予測式のあてはまりがよかった（AIC(linear)

＝−9.05，AIC(quadratic)＝−7.06）。

これらの結果から，話し方の特徴因子ごとに，評価

が最も高くなる音声が異なっている様子を読み取るこ

とができよう。

さらに，性格特性の結果でも同様の傾向がみられた

（Figure 3）。勤勉性 C をみると，母音がはっきりす

るほど，計画性があり，きちんとした性格の印象評価

が高い。しかし，協調性 Aは，それよりやや控えめ

の母音対比の時に温和で親切な印象のピークがみら

れ，より明瞭な母音の音声では評価が低下していた。

すなわち，過度にはっきりとした発音は，あまり穏や

かな人柄を感じさせなかった。

本研究では，母音の明瞭性を単調に増減させただけ

である。しかし，音声から想起される話者や話し方の

総体的な印象は，特性ごとに特徴的な変化パターンの

下で複雑に変貌している。この評価の多元性は，人が

認知する他者の人間像の多様性，その豊かさを支える

基盤の一つであるとも考えられる。

このような特徴は，母音の明瞭性の要因だけでな

く，発話速度やイントネーションの大きさと性格印象

との関係にも見出されている。また，一般に刺激連続

体と心理的評価の間には，しばしばこのような曲線的

関係が見受けられる。Siegman & Feldstein（1987）

は，それらを総称して逆 U字型仮説と呼んでいる。

すると，この曲線的関係は，音声の音響的特徴と心理

的評価の関係として，ある程度普遍的な性質である可

能性がある。

この非線形な関係を考慮に入れると，一つ一つの特

性の印象変化パターンは，比較的容易に追うことがで

きる。特性ごとに固有の曲線的な変化パターンを近似

できれば，音響特徴量に応じた特性印象の推定値がも

とめられる。その上で，個々の特性の推定値を統合し

て表現すれば，人物の全体像を還元的に再構成できる

と考えられる。

非線形な個別近似と全体統合のモデルの課題と可能性

母音の明瞭性は，必ずしも性格特性の印象や話し方

の特徴評価に対して，その全ての特性因子に影響を与

えているわけではなかった。直接比較は困難である

が，内田（2005b）のイントネーションの大きさや変

化パターンの研究では，F0軌跡パターンは，性格特性

の印象に対して広範囲に強い影響を与えていた。この

ことは，音声中の任意の音響属性は，評価の次元ごと

に異なった重みで情報伝達の役割を担っている可能性

を示唆している。

しかるに，韻律的特徴は性格印象や感情に，音韻的

特徴は言語情報に，といった排他的な対応関係ではな

いが，それぞれに影響を与える強度，当該の情報伝達

を担っている程度は各々で異なると考えるのが合理的

であろう。

さて，ここまで提案してきたモデルによって，単一

の音響属性の変化連続体上には，印象評価次元ごとに

固有のピーク位置が観測されるという事象について，

比較的統一的に表現できるようになったと考えられ

る。しかし，それがなぜ起こるのかということについ

ては，必ずしも説明は容易ではない。

それを明らかにしていくためには，音声を媒介とし

た話者の印象推論方略は，人間に生得的に備わってい

るのか，社会的に学習して身につけていくものなのか

について，人間発達の観点から検討することが必要と

なる。また，個々の印象評価のピーク位置は，言語に

固有なのか，異なる言語や文化間でも共通に見出され

るのかについても検証していく必要がある。さらに
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は，性差，世代差，地域差といった社会科学的な観点

から検討すべき課題も山積している。

現実の対人的なコミュニケーション場面では，相互

に伝達される情報の内容，対人的な関係の相互作用に

よって，より複雑な心象の変化が生起する（小川・吉田，

2009）。今後，音声の音響的特徴と心理的な特性評価の

関係について，扱う情報の種別や条件を明確にしつつ，

多面的かつ系統的に明らかにしていく必要がある。
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